
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

現在、県内では 2４９の活動組織が約 1.5 万ｈa の農用地において、農地維持や施設の

長寿命化活動など、地域の実情に応じた様々な取組が行われています。 

本年度、伴走支援の取組として、17 の活動組織・7 市 1 町の関係者に課題の聞き取り

をおこないました。協議会では課題解決に向けて、県、市町と連携を図り、活動の持続に

向けた支援を行ってまいります。 

伴 走 支 援

Ⅰ．活動組織が抱える課題等 
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Ⅱ．市町担当者が抱える課題等 

・活動参加者の減少 

・事務作業の負担 

・活動組織内の世代交代の停滞 

・時間的余裕が無く、活動組織への支援時間が不足 

・地域リーダーの確保・発掘 

・組織作成資料に対する指導助言 

Ⅲ．課題解決に向けて 

 課題を解決し、活動の持続に向けた支援を行います。 

課 題 解 決 に 向 け て 

制度理解の推進 

・ 活動組織向け（事務・安全に関する）説明会 
・ 行政担当者への実務者研修会 
・ 他地区（県内外問わず）事例紹介 

取組拡大 
・ 広域化を望む組織への提言、助言 
・ HP の改良、未取組地域への広報の支援 

事務処理の負担軽減 
・ 事務作業を担える人材の確保 
・ 事務の外部委託を推進 

担い手・リーダーの確保 

活動参加人数の確保 

・ 多様な人材（企業、大学等）との連携による活動人員の確保 
・ 広域化による他集落との連携 

その他、優良事例の紹介、気軽に相談できる体制づくり、ＩＴ化やＡＩの活用による支援

なども検討していきます。 

Ⅳ．全国的にも同様の悩みが 

Ⅰ．Ⅱ．のような課題は、全国的にも共通していると言えます。 

※参考：農林水産省による「他面的機能支払交付金の施策の評価」は公表されています。 

詳しく知りたい方は、QR コードを読み取っていただくか、以下のアドレス 

からアクセスしてください。 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/tamen_sesaku.html 



 令和７年３月６日（木）さいたま新都心合同庁舎「関東農政局」にて、富士市今宮・神戸地区で

平成 21 年度から活動している「今
いま

神
じん

倶楽部」が関東農政局長表彰「優秀賞」を受賞されました。 

 令和７年度もこの表彰事業は予定されています。 

関東農政局多面的機能促進事業局長表彰についてはこちら 
https://www.maff.go.jp/kanto/nouson/nouchi/2003116.html 

                      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ふじのくに美農里プロジェクト 
静岡県多面的機能支払推進地域協議会 

発 行 

静岡県静岡市葵区追手町９番 6 号 〒420-8601 TEL：054-221-2714 
（静岡県 経済産業部 農地保全課内） FAX：054-221-2809 

HP もぜひ 
ご覧ください 

関 東 農 政 局 長 表 彰 

新ロゴマーク決定！ 

多面的機能支払交付金の静岡県のロゴ

マークを、画像生成 AＩを活用して新た

に作成しました。 

令和７年度より、農林水産省のロゴ 

マークと一緒に、多面的機能支払交付金

の活動を広く知ってもらうとともに、活

動の輪が広がるよう活用していきます。 
静岡県のロゴマーク   農林水産省のロゴマーク 


